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■ これまでの環境への取り組み

当社は、1998 年に環境保全の国際認証規格である ISO14001 を味噌メーカーの中でいち早く取得し、そ

れ以降も CO2 排出の削減や省エネルギー化の推進、環境に配慮した商品の開発など、あらゆる角度から

地球環境問題に取り組んでいます。ここでは主な 2つのプロジェクトをご紹介いたします。

重油ボイラーから LNG（液化天然ガス）ボイラーへの更新プロジェクト（2009 年 1 月）

重油と比較して CO2排出量を約 27％抑制することができる LNG を味噌生産の際のボイラー燃料とする

ことで、CO2排出量を削減。そして 2013 年 1 月、即席みそ汁の生産工程においても、ボイラーの更新に合

わせて LPG（液化石油ガス）への燃料転換を図り、重油ゼロを達成しています。

バイオマスボイラー利用による省エネルギープロジェクト（2009 年 5 月）

排水処理施設から発生する脱水汚泥を再発酵させ、生成したメタンガスを使ってバイオマスボイラーを

運転することで省エネルギー化に成功。それまで産業廃棄物として処理していた汚泥を大幅に削減し、な

おかつ再生可能エネルギーの活用により CO2排出量も抑制することができました。さらに 2012 年 12 月に

は、余剰メタンガスを利用したバイオマス発電システムを導入し、今年 8 月には発電機を 1 機増設いたしま

した。

これらのプロジェクトは、2010年1月に経済産業省の国内クレジット制度の温暖化ガス排出削減事業とし

て認定。2011 年 2 月に「食品産業 CO2削減大賞」(株式会社日本総合研究所主催、農林水産省補助事業)

において農林水産大臣賞を2011年 9月に「信州エコ大賞」（長野県環境保全協会主催）では奨励賞を受賞

いたしました。

飯島グリーン工場は、中央アルプスと南アルプスを仰ぎ、清涼な気候と豊富な地下水脈に恵まれた土地

に位置しています。そのような自然豊かな環境に立地するからこそ、CO2 排出量の抑制、再生可能エネル

ギーの活用、そして適切な排水処理フローの構築など、多面的な環境への取り組みが必要不可欠と当社

は考えます。

今後も当社が掲げる「自然の恵み、いただきます。」というブランドメッセージが表すとおり、自然の恩恵

を受ける味噌メーカーとして、自然への感謝を忘れることなく責任を果たしてまいります。

● 当社の環境への取り組みはホームページでもご紹介しています。

http://www.hikarimiso.co.jp/corporate/ecology/

＜本件に関するお問い合わせ先＞
ひかり味噌株式会社 広報室 日下部・澤口
TEL：03-5940-8848／FAX：03-5940-7791

ひかり味噌ホームページ http://www.hikarimiso.co,jp

ひかり味噌広報事務局 株式会社プラップジャパン 持冨・三原・山口
TEL：03-4580-9104／FAX：03-4580-9130
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